
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度　　 小諸市立水明小学校　「学校評価アンケート」　経年変化

児

童

回

答

登校について

児童について、昨年度９０％
の肯定的ポイントであったが
今年度は増加した。

保護者の回答も児童同様にこ
の肯定ポイントが上がった結
果となった。コロナ禍で中止
されていた行事や学習がで
き、児童にとって学習活動が
広がってきた成果ともいえ
る。
しかし、楽しいと感じていな
い児童も一定割合いることか
ら、児童・保護者一人ひとり
の意見に耳を傾けよりよい学
校生活が送れるようにしてい
く必要がある。

職員の中にも、「あまりあて
はまらない」という回答もあ
ることから、児童の様子をみ
とり児童にとって魅力的な学
校をつくっていく必要があ
る。

保

護

者

回

答

職

員

回

答

児

童

回

答

授業について

児童は、昨年と同様の肯定的
ポイントが９割を超え授業へ
の高い意欲を裏付けるものと
なったが、さらに「あてはま
らない」という回答が減っ
た。

保護者回答においても、肯定
的意見が増え、８５％まで回
復した。さらに「あてはまら
ない」の回答も減少する結果
となった。

職員については、「よくあて
はまる」「だいたいあてはま
る」ポイントで１００％を占
め、各教職員が授業に対して
工夫をしていることが数値か
ら裏付けられた。

各教職員が公開授業を行い、
日々の授業について研修を深
めている結果、子どもを中心
に据えた「分かりやすい授
業」になりつつあることがう
かがえる。学校の時間の中で
最も多くを占める授業のあり
方について、来年度も授業力
の向上を目指して取り組みた
いと思う。

保

護

者

回

答

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児

童

回

答

あいさつについて

児童について、９割以上の児
童があいさつができていると
回答している。また、あては
まらない（あいさつができな
い）と回答した児童が昨年度
より減少した。

保護者からの回答でも肯定的
意見が９割以上となってい
る。その中でも「よくあては
まらない」という回答がなく
なった。

地域の方からもあいさつがよ
くできているというお褒めの
言葉をいただいたように児童
が地域であいさつができてい
ることがわかった。

しかし、職員からの回答で
は、否定的意見が増加した。
地域に比べ校内では、あいさ
つをしている児童が少ない印
象を持っているようだ。校内
で友だちどうして、明るいあ
いさつができるよう今後も取
り組んでいきたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答

児

童

回

答

安全面について

児童、保護者、職員全てにお
いて肯定意見が９割を超える
ことができた。

今年度は、安全面に関して以
下のことを行った。

○不審者対応訓練を児童参加
のもと行った。
○クマの出没情報が入り次
第、スクリレで保護者にお知
らせするとともに支部下校や
時間をそろえた下校を行い、
職員が巡回した。
○職員による下校時の安全指
導を定期的に行った。
〇第３回目の避難訓練をより
現実に近い形にし、児童・教
職員に日時を知らせずに行
い、状況判断をしながら避難
する訓練を行った。
〇交通安全教室を３年ぶりに
開催し、道路での歩き方につ
いて姉妹学級のペアで確認し
合った。
〇見守り隊総会において、見
守り隊の方、ＰＴＡ役員の方
などと一緒に地区の危険個所
を確認した。来年度も引き続
き行っていきたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児

童

回

答

交友関係について

注）この欄は、児童回答が１
段目、２段目に２つ並んでお
ります。

児童の二つのアンケート項目
を見比べて、上段の児童回答
では、昨年より肯定的な意見
が増え、「あまりあてはまら
ない」という回答が減った。
中段のアンケートでは、姉妹
学級と交流する機会が増えた
こともあり、「よくあてはま
る」と回答した割合が過去最
高になった。休み時間などで
も他学年合同でサッカーする
姿や、６年生が１年生の教室
で遊ぶ姿などが見受けられる
ことからもこのような結果に
なったと考えられる。
来年度も異学年交流を大切に
考え、機会を設けていきた
い。
下段のアンケートでは、おお
むね肯定的な意見を占めた。
「よくあてはまる」の回答が
増えるように協働的な活動を
仕組んだり、意見を言い合え
る集団をつくっていきたい。

児

童

回

答

職

員

回

答

児

童

回

答

行事について

児童、保護者、職員それぞれ95％
以上の肯定的意見での回答となっ
た。
児童に関しては、「よくあてはま
る」と回答した児童が増加した。
しかし、否定的な意見も微増に
なっている。行事等のめあてを明
確にして取り組んでいく必要があ
る。

運動会や音楽会では、コロナ前の
ように保護者の参観に制限を設け
ることなく、多くの皆様の前で活
躍する場をもつことができた。児
童もそれに向け、一生懸命練習を
し、充実した運動会・音楽会と
なった。
社会見学等もコロナ禍前と同様に
行われ、普段見ることができない
場所を見学し、よい学習の機会と
なった。
児童会に関しては、締めくくりの
一大イベントである児童会祭りが
11月に実施され忙しい中で６年生
が準備・運営を中心に行った。

来年度に向けて、コロナ禍前に
行っていた５年生の宿泊行事をど
のような形にするのが、子どもた
ちにとって有意義なのかしっかり
検討していきたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児

童

回

答

家庭学習

注）この設問は、児童と保護
者の回答となります。

児童、保護者ともに家庭学習
の取り組みは肯定的ポイント
が８割前後で推移している。

保護者からの記述には、宿題
の内容と量についてご意見を
いただいた。児童の負担にな
らないように様子をみながら
対応していいきたいと考えて
いるが、個人差もありますの
でご家庭で支援していただく
こともあるかと思います。お
子さんの様子を見ていただ
き、過度の負担になっている
ようでしたら、各担任までご
連絡ください。

保

護

者

回

答

児

童

回

答

清掃について

注）この設問は、児童と職員
の回答となります。

清掃の係を中心に、学校全体
の取り組みの決まり事を決
め、年度当初に全校で確認を
し、清掃態度の改善を目指し
た。
昨年よりは向上してきたこと
がうかがえるが、職員か他の
否定的な意見が３０％を超え
ている。
清掃に向かうための姿として
汚れを落とすことに集中し、
結果静かに清掃を行うことが
できるということを目指し
て、係中心に改善策を講じ、
児童、職員ともに掃除に向か
う伝統を構築していきたい。

職

員

回

答

児

童

回

答

発言（発表）について

注）この設問は、児童と職員
の回答となります。

コロナ前のように、ペア学習
やグループ学習の機会が増え
てきているが、肯定的な意見
の割合が増えなかった。自分
の意見を声に出して発表する
ことに抵抗を持つ児童は一定
数いるように感じる。発表に
抵抗がある児童は、友だちど
うしで相談する場面で、自分
の考えが言えるように支援し
ていきたい。
職員からの回答では、肯定的
な意見の割合がほぼ昨年同様
になった。全体、小グルー
プ、隣同士など発表の形態を
工夫しながら自分の考えを伝
える場面は確保していきた
い。

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保

護

者

回

答

特色ある活動について

注）この設問は、保護者と職
員の回答となります。

特色ある活動について保護者
からの肯定的意見が増え、職
員はほぼ現状を維持した。

コロナの制限がなくなり、料
理クラブが復活したり、社会
見学で行けなかった場所に行
けたりと校外での活動が増え
てきたことにより、保護者の
方からの肯定的意見が増え
た。しかし、職員の中では、
あてはまらないと答えた職員
が一定数いたことから、さら
なる地域素材を使った総合的
な学習の時間やクラブ活動を
創造していきたいと考える。

職

員

回

答

注）この設問は、保護者と職
員の回答となります。

全学年で、週１回の学年便
り、またホームページについ
ては対外的なイベントがあっ
た際はなるべく早いうちに掲
載することに努めてきた。
保護者からの回答には情報発
信が日常的に行えている様子
が表れている。

職

員

回

答

保

護

者

回

答

学校、家庭の連携について

注）この設問は、保護者と職
員の回答となります。

　保護者からの回答で肯定的
回答が９割を下回り、否定的
な意見の割合が微増となって
いる。
　職員側の受け止めとは異な
る結果となったため、まず
は、保護者の皆様からの要望
をきちんと受け取り、その声
に丁寧に対応していくよう改
めて職員一丸となって取り組
んでいきたい。また、管理職
の相談窓口を常設している旨
を年度の初めにしっかり保護
者に伝えていきたい。

職

員

回

答

保

護

者

回

答

情報発信について


